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A カメラ歳時記 「ふきのとう J: (撮影場所西大洲)

今月号のみどころ

0市立大洲病院が大きく

生まれ変わりました・H ・H ・..……P2， 3 

0日頃の訓練成果を披露消防出初め式…P4 

0愛犬の登録と注射は忘れずに...・H ・..……P5 

04月は土士也月間です………………...・H ・..p6 

0柳沢地区全域の国土調査を実施します…P7 

0農村活性化センターが完成・H ・H ・H ・H ・....p8 

表紙のシリーズが

変わります

4月から12月にかけて

四季の様子を力メラで

捕えた「カメラ歳時記」

をお送りします。

市民のうこε き

平成7年 2月28日現在

人口 39，342人 (-19) 

男 18，769人 (-3) 

女 20，573人 (-16)

世帯数 13，613世帯 (-5) 

面 積 240.99平方キロメートル



写わりましたカ決きく生ま
内科

外科

産婦人科

皮膚科

耳鼻咽喉科

眼科

小児科

泌尿器科

理学診療科
※小児科は6月1日
より診療を始め
ます。

平
成
五
年
八
月
か
ら
西
大
洲
で
移
転
改
築
工
事
を

行
っ
て
い
た
市
立
大
洲
病
院
が
四
月
一
日
に
オ
l
プ

四
月
三
日
か
ら
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

ン
し
、

最
近
の
病
院
は
、
医
療
、
看
護
と

い
っ
た
本
質
的
な
部
分
だ
け
で
な
く
、

患
者
を
中
心
と
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ

・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
確
保
が
求
め
ら
れ

で
い
ま
す
。
新
し
い
立
市
大
洲
病
院

で
は
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
充
実
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
o

v
包
括
医
療
の
実
施

受
付

中
央
待
合
室
に
あ
る
新
患
受
位
。

再
来
受
け
伺
け
は
、
診
察
券
を
自
動
再
来
機

の
中
に
入
れ
て
、
受
H
W
番
号
札
を
持
っ
て

診
察
を
受
け
る
科
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

薬
局

会
計

を
終
え
る
と
、

薬
の
引
き
替

え
券
を
お
渡

し
し
ま
す
。

薬
局
の
前
で

お
待
ち
く
だ

さい。

患
者
相
談
室
と
人
間
ド
ッ
ク
用
ベ

ッ
ド
を
設
置
し
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
が

一
体
と
な

っ
た
包
括
医
療
を
実

施
し
ま
す
。

V
救
急
医
療
体
制
の
整
備

バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
手
術
室
な
ど
の

手
術
部
門
、
救
急
処
置
室
、

I
C
U

室
を
整
備
し
、
関
連
大
学
と
の
連
携

を
深
め
、
救
急
患
者
に
と
っ
て
心
強

/
件

長

a
E

・4E
3
ι
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診
察

・
検
査

診
察
と
検
査
は
、
全
て
一

階
で
行
い
ま
す
。
院
内
に
は
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
位
し
て
頂
い
た
約
九
十
点
の
絵
画
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
室

個
室
の
数
が
増
え
ま
し
た
。
ど
の

個
室
に
も
テ
レ
ビ
と
ト
イ
レ
を
完
備
。
電

話
、
冷
蔵
庫
、
ユ
二
ツ
ト
パ
ス
を
備
え
た

部
屋
も
あ
り
ま
す
。

( 
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い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

V
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
循
環
器
疾
申
晋
開
山
者
や
老
人
患
者
の
増

加
に
あ
わ
せ
、
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
部
門
を
充
実
し
ま
し
た
o

v
最
新
医
療
機
器
の
導
入

大
洲
喜
多
地
区
の
基
幹
病
院
と
し

て
、
検
査
、
治
療
、
手
術
な
ど
最
新

の
医
療
機
器

M
R
I
、

R
I
、
全
身

用
C
T
、
骨
密
度
測
定
装
置
、
集
中

患
者
監
視
装
置
、
緊
急
用
全
自
動
分

析
器
な
ど
七
億
五
千
万
円
の
医
療
機

器
を
導
入
し
、
高
度
先
進
医
療
病
院

と
し
て
の
機
能
を
高
め
ま
し
た
。

新
病
院
デ

l
タ

O
総
事
業
費
約
六
十
一億
七
千
万
円

(
病
院
建
築
費
約
四
十
億
二
千
万

円
・
用
地
費
約
八
億
九
千
万
円
・

医
療
機
器
及
び
備
品
約
九
億
五
千

万
円
・
そ
の
他
約
三
億
千
万
円
)

O
敷

地

面

積

約

一
万
七
千
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル
駐
車
台
数
二

百
二
十
台

O
建
物
の
構
造
規
模

鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建

床
面
積
約

一
万
千
四
百
五
平
方
メ

ー
ト
ル

(従
来
の
約
二
倍
)

O
病
床
数

・
一
般

百

五

十

四
床

・
結
核

二
十
六
床

-
合
計
百
八
十
床

こ
の
内
、
個
室
五
十
四
室
、
四
人

部
屋
三
十
室
、

I
C
U
二
室
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新病院建築のコンセプト

4・機能性

機能性のある病院とは、外来、

検査、 放射線、手術、病棟など各

専門業務が、いかにチームワーク

よく動けるかであり、 外来患者は

全て一階で対応、できるよう配置す

るなど、わかりやすく 機能性のあ

る病院をめざしています。

.居住性

病気や怪我で苦しみ、不安に悩

む患者さんに、 心の安らぎと信頼

感、を与え、快適な環境で療養がで

きるよう待合室やデイルームを充

実し、病室は全体の 3割に当たる

54室を個室にし、間接照明として

います。また、院内感染防止のた

め、廊下を抗菌性タイル・カーペ

ット張りとし、中央待合室には床

暖房を取り入れるなど患者に配慮

された建物です。

.安全性

十分な防災計画に基づき、各種

設備を設置するとともに、無停電

装置や自家発電装置を充実し、患

者に心理的な面で安心感を与える

病院となりました。

.情報、技術研修に対応するスペ

ースの確保

医療事務システムをカード化し、

自動再来受付機などを導入し、患

者サービスに努めます。また、進

展する医学に対応するため、研修

室、 図書室を充実しました。

4砂省資源

通風、採光、換気など自然条件

を生かし、冷暖房の効率化などを

配慮しました。

人は皆、健康で豊かな毎日が送

れ、万一病気になったときには、

良い環境で適切な医療が受けられ

ることを願っています。このよう

な要望にこたえ、人間味と潤いの

ある機能性を持った施設となり、

地域の医療機関と連携 ・協調を図

り、親しまれ、信頼され、地域に

聞かれた病院となることを願って

います。

U22もろ 病院
病室(個室)

2F 

事指 室 τコ》
産婦人制

1F 



日頃の訓練成果を披露

三
月
五
目
、
大
洲
市
消
防
出
初
め
式
が
、
若

宮
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
式
典
に
は
、

市
内
十
一

の
分
団
か
ら

約
七
百
五
十
人
の
団
員
が
参
加
。
ポ
ン
プ
操
法

や
小
隊
訓
練
で
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

|
υ

土品
|
υ

仁
ん
。

当
日
¥
表
彰
を
受
け
た
人
は
¥
次
の
と
お
り
で

す
。

(
敬
称
略
)

消防出初め式

{消
防
庁
長
官
表
彰
}

〔永
年
勤
続
功
労
章
〕
熊
野
昭
孝

(
菅
田
)

{日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}

〔精
績
章
〕
井
上
清
二
(
肱
北
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
}

〔功
労
章
〕
矢
野
丸
音

(菅
田
)
、

渡
宣
則

(肱
南
)、
宮
田
和
弘
(
南
久

米
)
、
沖
田
辰
夫
(
大
川
)
、
梶
本
満
貴

雄
(
上
須
戒
)
、
大
野
伸
一

(
本
部
)

{愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
}

〔功
績
章
〕
穂
積
幸
雄
(
柳
沢
)

〔勤
続
章
〕

(
二
十
年
以
上
)
沖
田

辰
夫

(大
川
)、
山
本
忠
雄
、
松
中
孝

次
(
平
野
)、
堀
田
範
秋

(南
久
米
)、

宮
岡
安
則

(新
谷
)、
谷
本
文
彦

(上

須
戒
)

〔勤
続
章
〕

(
十
五
年
以
上
)
西
岡

進
(柳
沢
)
、
松
野
隆
、
山
本
幸
男
(
肱

南
)
、
中
田

一
郎
、
長
田
忠
(
肱
北
)
、

菊
池
秀
市
(平
野
)、
井
上
猪
佐
夫
、

菊
地
茂
(
南
久
米
)、
中
野
良
信
、
谷

村
正
失
(
菅
田
)
、

北
川
斎
(
大
川
)、

冨
岡
正
明
、
佐
々
木
健

(新
谷
)、

上

野
信

一
(
三
善
)
、
槍
田
司
郎

(
粟
津
)
、

山
本
方
官
一
、
西
山
茂
(
上
須
戒
)

〔勤
続
章
〕

(
十
年
以
上
)
沖
慶

一

(
肱
南
)
、
田
口
博
泰
、
二
宮
豊
和
(肱

北
)、
平
田
徹
(平
野
)
、
梶
原
敏
夫

(
南
久
米
)
、
水
本
公
三
、

西
山
明
男
、

城
戸
潤
(菅
田
)、
新
家
善
次
(大
川
)、

松
丸
正
行
、
徳
田
哲
雄

(柳
沢
)、
神

田
諦
稔
、
坂
田
諭
(新
谷
)、
森
井
呉

喜
男
(
三
善
)
、
宇
都
宮
敏
和
、
久
保

博
徳

(
粟
津
)
、
西
山
好
洋

(
上
須
戒
)

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
}

〔家
族
内
助
の
功
労
者
〕
福
山
喜
久

子
(
平
野
)
、
奥
田
正
子
(
南
久
米
)
、

梶
谷
幸
子

(
上
須
戒
)

{
大
洲
市
長
表
彰
}

井
上
憲

一
(
肱
北
)、
中
塚
泰
生
、
上

野
昭
彦
、
高
月
寿
、
松
村
敏
郎
(
肱

南
)、
堀
江
孝
好
、
大
原
巌
、
田
口
博

泰
(
肱
北
)
、
堺
幸
久
、
檎
田
宣
孝
、

宮
崎
宗
延

(平
野
)
、

山
田
泰
志
、
河

野
博
、
大
谷
一
夫
(南
久
米
)、
宮
本

米
教
、
矢
野
孝
典
、
斎
藤
邦
男

(菅

田
)、
沖
中
良
久
、
石
神
久
光
、
湖
東
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光
夫
(
大
川
)、
野
地
岡
道
明
、
高
岡

忠
行
、
池
田
秀
敏

(柳
沢
)、
神
田
諦

稔
、
瀧
田
晴
夫
、
武
内
利
夫
(
新
谷
)、

森
井
異
喜
男
、
宮
下
善
郎

(
三
善
)
、

水
成
元
慶
一
、
樋
口
健

一
(
粟
津
)
、
上

岡
常
敏

(上
須
戒
)

一
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
}

松
本
正
徳

(
粟
津
)
、
二
宮
包
成

(肱

南
)
、
三
瀬
次
夫

(肱
北
)、
福
田
収
宇

野
)、
上
甲
和
男

(南
久
米
)、
新
幸
隆

(菅
田
)、
村
中
利
広

(大
川
)、
上
岡

睦
義
(柳
沢
)
、
大
塚
秀
穂
(
新
谷
)
、

矢
野
茂
(
三
善
)
、

林
田
成
盛
(
上
須

戒
){
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
}

上
野
浩
樹
(
平
野
)、
片
神
哲
治
、
小

谷
順
一
、
西
村
害
幸
、
山
下
哲
夫
(
肱

南
)
、
矢
野
順
司
、
二
宮
謙
て
冨
永

憲
司
、
山
田
道
明
(
肱
北
)、
加
藤
政

喜
、
明
後
久
利
(
平
野
)
、
谷
本
生
介

(
南
久
米
)
、
河
野
孝
毒
、
田
淵
博

幸
、
藤
岡
幸
典
、
矢
野
貞
美
(
菅
田
)

大
高
敏
和
、
神
元
山
宗
、

高
井
洋
満

(大
川
)、
西
岡
健
二
、
亀
本
耕
三
、

福
井
徳
幸
(柳
沢
)、
森
永
茂
史

(新

谷
)
、
藤
本
進
、
白
石
敏
也

(
粟
津
)
、

白
石
猪
夫
(
上
須
戒
)

{
大
洲
市
長
感
謝
状
}

〔消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
者
〕

佐
野
久
吉

(五
郎
)、
石
岡
国
喜
(
藤

縄
)



ー
犬
の
登
録
が

平
成
七
年
度
か
ら
実
施

狂
犬
病
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

犬
の
登
録
は
現
在
の
年
一
回
か
ら
犬

を
取
得
し
た
際
の

一
回
限
り
で
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
は
最
初
の
年
と
な
り

ま
す
の
で
、
犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る

人
は
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
今
回
の
改
正
に
伴
い
、
次
の

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
登
録
を
受
け
た
犬
が
死
亡
又
は

犬
の
所
在
地
な
ど
の
変
更
が
あ

回
限
り
に
l

度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

O
動
物
愛
護
の
行
政
を
推
進
す
る

O
買
上
頭
数
、
処
分
犬
の
減
少

O
愛
媛
県
の
買
上
制
度
の
廃
止

※
不
用
犬
の
引
き
取
り
は
従
来
ど

お
り
行
い
ま
す
。

っ
た
と
き
の
届
出

O
犬
の
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た

と
き
の
届
出

O
右
記
の
届
出
を
行
な
わ
な
か
っ

た
者
に
対
す
る
罰
則

※
狂
犬
病
予
防
注
射
は
従
来
ど
お

り
年

一
回
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
犬
の
登
録
と
注
射
は

亡一

ω
れ

ず

に

平
成
七
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
左
表
の
予
定
で
実

施
し
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

も
よ
り
の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
も
、
年

一
回
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

都
合
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
指
定
獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬

を
連
れ
て
行
き
、
登
録
・
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
(
診
療
在
射
)
。
あ

る
い
は
、
指
定
獣
医
師
に
家
ま
で
来

て
も
ら
い
登
録
・
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
(
訪
問
注
射
)
。

生
後
九
十

一
日
た
っ
た
犬
に
つ
い

て
は
、
必
ず
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
買
上
制
度

H

廃
止
H

し
ま
す

市
で
は
飼
育
で
き
な
く
な
っ
た
犬

を
一
頭
五
百
円
で
買
上
げ
て
い
ま
し

た
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
平
成
七
年

月 日 場 戸斤 場 間

相P t尺 有司 σコ 目 ノt ス イ亭 9: 10- 9 :30 

相P t尺 居 土場 ノt ス イ亭 9:40-10 :00 

J A 大洲田処出張所 10:10-10:40 

干WP t尺 i重 絡 戸斤 10: 50-11 :40 

4/13(木) 菅 田 車用 日 集 PZヨ¥え 戸斤 13:10-13:30 
ノj、 倉 公 バZ会"、 堂 13:50-14:10 

大 1す 分 校 跡 14:20-14:40 
，ヲ~ニ-吋ー' j季: 集 j耳.，_ 戸斤 14:50-15:10 

菅 田 i重 絡 戸斤 15:20-16:20 

華斤 谷 中 来且 お 1奄 9:10-9:40 

喜 多 山 イ主三 イ白 商 庖 9:50-10:30 

幸斤 一一<=J i重 絡 戸斤 10 :40-11: 40 

4/14(i:) 肱北公民館田 口分館 13:10-13:50 

光照寺横市木集会所 14:00-14:40 

徳i ~ 児 童 セ ン タ 14:50-15:30 

西淵サ ツ ン 庖前広場 15: 40-16: 20 

JA大洲コープ明日香庖駐車場 9:00-9:30 

大 キ艮 l鳳 林; 寺 9:40-10: 00 

平野公民館平地上分館 10:20-10:40 

4/17(月)
平 里f i重 絡 戸斤 10:50-11:50 

長 ームEコ 本 キナ 集 メZ合"、 戸斤 13:20-13:25 

梅 )11 集 dZ与"、 戸斤 13:45-14: 10 

里子 イ主 来 集 JヱSミ、 戸斤 14:30-14:50 

南 久 対モ i主 高各 戸斤 15: 05-16: 05 

善 峠 集 メZ会弐、 戸斤 9:00-9:30 

石 イム 集 メZ会ミ、 戸斤 9:50-10:20 

善 i車 車各 戸斤 10:40-11 :40 
4/18伏)
肱北公民館五郎分館 13:15-13:55 

大
沙'"
市 車窓 lEL 3 f本 育 宣官 14:05-15:10 

社 メZ岳"、 教 育 セ ン タ 15:20-16:25 

蔵 ) 11 日 σコ 平 集 ~ミ、 戸斤 9:10-9:25 

J A 大洲蔵川 出張:戸斤 9:35-9:50 

大 ) 11 連 絡 戸斤 10: 10-10: 50 

4/19(水) 品 山 西 集 ~ミ、 戸斤 11:30-12:00 

久 米 公 民 健 13: 30-14: 00 

只越わかば台団地集会所 14: 10-14:40 

大
が'"

市 民 ぷヱ会ス、 長官 14:50-16:20 

n 越 集 JZS2ミ、 戸斤 9:10-9:30 

宇万 尾 集 dヱ5ヨミ、 戸斤 9:50-10:15 

上 2頁 戒 i童 絡 戸斤 10: 25-11 :30 

4/20(木) J¥ 多 t良 集 dZ〉ミ、 戸斤 13:10-13:40 

手 成 本 キナ 集 メヱ〉ヨミ、 戸斤 14:00-14:20 

中 土湯 集 バz岳"、 戸斤 14:30-14:50 

J¥ 多 喜 i亘 絡 戸斤 15:00-16:00 

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も
、

同
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

{
料
金
}

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場

合

一
頭
に
つ
き
五
、
五
七

O
円

-
予
防
注
射
料
二
、
五
七

O
円

・

登

録

料

三

、

0
0
0円

。
診
療
注
射
の
場
合
六
、

O
七

O
円

。
訪
問
注
射
の
場
合
六
、
五
七

O
円

※
右
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
予
定
で

す。
{
指
定
獣
医
師
}

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
三
一

O
の
二

宮
(
⑪
3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院

(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九宮
⑫
4
2
7
6

0
西
大
洲
動
物
病
院
(
木
村
邦
子
)

大
洲
市
西
大
洲
甲
九

O
二

宮
⑫
3
3
0
3

な
お
、
犬
を
連
れ
て
く
る
時
に
は
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

O
引
き
綱
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

O
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
1
6
2

5 



地価公示が

発表されました

平
成
七
年
三
月
に
、
国
土
庁
か
ら
、

平
成
七
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画

区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
土
地
(
標
準
地
)

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑

定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、

園
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用

地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ

る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

。
今
今
今
。
今
今
今
、
ゆ
ら
ゐ

6
6
6
4。
ゐ
£
£

+
今
今
今
ゐ
る
+
今
ら
み
ら
ゐ
争
今
ゐ
+
・
〈
3
4
4
3
4ぷ
Ad
4
Z
J
436〈
3
44ぷ
2旬
、
、
ち
2
3
4
4・〈
3
〈
3
d〈警
旬
、
，d

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
調
整
課
(
宮
⑫
2
1
1
1

内
線
3
7
1
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
⑮
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

が
、
四
月

一
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
会
を
聞
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
企
画
調
整
部
土
地
対
策
課
調

査
係
官

0
8
9
9
⑪
2

1
1

1
(
2

2
8
9
)
ま
で
。

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投
機
的

取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱

開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前
ま

で
に
届
け
出
で
く
だ
さ
い
。

{
届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地

(大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

④
市
街
化
区
域

二
千
平
方
灯
以
上
の
土
地

⑥
④
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方

μ
以
上
の
土
地

①
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
日
以
上
の
土
地

※
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で

宮
⑫
2

1
1

1
(内
線
3

7
1
)

軽
自
動
車
税
の

減
免
手
続
き
は
四
月
中
に

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、

二
疋
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
は
、
税
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
対
象
と
な
る
人
}

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
歩
行

の
困
難
な
人
、
ま
た
は
、
結
神
障
害

者
と
生
計
を
共
に
す
る
人
。
た
だ
し
、

身
体
障
害
の
等
級
や
程
度
に
よ
っ
て

減
免
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

{
対
象
と
な
る
車
両
}

業
務
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障
害

者
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

(身

体
障
害
者
で
年
齢
十
八
才
未
満
の
人
、

ま
た
は
、
精
神
障
害
者
は
、
生
計
を

共
に
す
る
人
が
所
有
す
る
車
両
)
の

う
ち

一
台

{
申
請
に
必
要
な
も
の
}

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
障
害
程
度

が
確
認
で
き
る
身
体
障
害
手
帳
な
ど

{受
付
期
間
}

平
成
七
年
四
月
三
日
か
ら

四
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
告
⑫
2
1
1
1
(
内
線
1
2
5
)

6 

市
税
の
納
期
に
つ
い
て
の

お

知

ら

せ

平
成
七
年
度
の
市
税
の
納
期
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
今
年
は
、
固
定

資
産
税
第
一
期
が
例
年
と
異
な
り
五

月
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
納
付
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

年度市税納期一覧

税 目 4月5月6月 7月8月 9月10月11月12月 1月2月3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

市・県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期

7 平成く
ら
し
の
中
の
ご
み
減
ら
し

l
買
物
を
す
る
と
き
の

ひ
と
く
ふ
う
-

V
買
物
に
出
か
け
る
と
き
は
、
袋
や

カ
ゴ
を
持
っ
て
い
く
。

V
肉
や
魚
、
野
菜
な
ど
を
買
う
と
き

は
、
中
身
だ
け
で
な
く
容
器
や
包

装
に
も
目
を
向
け
よ
う
。

V
使
い
捨
て
容
器
、
製
品
の
使
用
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。



大
字
柳
沢
地
区
全
域
の

国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す

...今回国土調査の対象となる地域

大
洲
市
で
は
、
平
成
七
年
度
か
ら

十
一
年
度
に
か
け
て
、
大
字
柳
沢
地

区
全
域
の
国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
ま
ず
す
べ
て
の

土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
、
地
番
、

地
目
(
田
や
畑
な
ど
て
境
界
線
な
ど

を
現
地
立
会
で
確
認
す
る
「
一
筆
地

調
査
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

土
調
査
の
中
で
、
所
有
者
に
関
係
の

あ
る
最
も
重
要
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
境
界
を
測
量
す
る
際
に
必

要
と
な
る
各
種
類
の
杭
を
設
置
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
杭
は
、
前
述
以
外
に

も
天
災
な
ど
で
境
界
が
不
明
に
な
っ

た
場
合
、
現
地
復
元
に
使
用
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
を
経
て
作
成
さ
れ

た
新
し
い
公
図
は
、
皆
さ
ん
の
土
地

を
末
代
ま
で
守
り
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
回
の
調
査
に
伴
う
現
地
説
明
会

は
、
四
月

1
五
月
に
か
け
て
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
該
当
者
に
は
文

書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
で
は
、
南
久
米
、
平
野
、
上

須
戒
、
八
多
喜
、
三
善
地
区
の
全
域
、

ま
た
、
東
大
洲
、
五
郎
、
阿
蔵
、
田

処
地
区
の
一
部
で
国
土
調
査
が
終
了

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
年
次
計

画
を
立
て
て
順
次
調
査
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

農
業
土
木
課
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1

(
内
線
2
3
3
)

愛
媛
県
議
会

議

、aa
1去

挙

貝

今
回
の
選
挙
は
、
九
十
年
代
後
半

の
地
方
自
治
体
の
進
路
を
決
め
る
大

切
な
選
挙
で
す
。

私
た
ち
県
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
政
治
を
ま
か
せ
ら
れ
る
代
表
者

を
、
き
れ
い
な
選
挙
で
選
び
ま
し
ょ

λ
ノ
。{投
票
日
時
}

四
月
九
日
(
日
)

午
前
七
時

1
午
後
六
時

{投
票
資
格
}

O
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

O
満
二
十
年
以
上
の
人
。
(
昭
和

五
十
年
四
月
十
日
以
前
に
出
生
)

O
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
大
洲
市

に
住
所
が
あ
る
人
。
(
平
成
六
年

十
二
月
三
十
日
以
前
に
大
洲
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
)

{
不
在
者
投
票
】

投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情

で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
前
も
っ

て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
(
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

O
期
間

三
月
三
十

一
日
働

1
四
月
八
日

ω

0
時
間

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後
五
時

O
場
所

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

日

4月9日
(日)

吉
宗投

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

電
話
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
5
)

第
二
四
八
回

臨

時

市

議

ム一
A

一
一
月
二
十
三
日
、
大
洲
市
議
会
臨

時
会
が
聞
か
れ
、
次
の
三
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
o

v
平
成
六
年
度
大
洲
市
一
般
会
計
補

正
予
算

V
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

V
平
成
六
年
度
公
営
住
宅
(
柚
木
第

三
団
地
)
新
築
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

7 



大
洲
市
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た

農
林
業
経
営
の
近
代
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
、
情
報
・
文
化
交
流
の
場
を
提
供
し
、
農

村
の
活
性
化
と
地
域
産
業
の
振
興
を
め
ざ
し
て

大
洲
市
農
村
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し

た。

...田処に完成した大洲市農村活性化センター

こ
の
建
物
は
、
昨
年
六
月
か
ら
田

処
地
区
に
建
設
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
な
が
ら
も
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
て
、

山
村
の
景
観

に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

総
事
業
費

一
億
六
千
四
百
万
円、

建

築
面
積
五
百
五
十
八
平
方
メ

ー
ト
ル

の
建
物
は
、
田
処
の
山
々
に
映
え
て

皆
さ
ん
の
利
用
を
待
っ
て
い
ま
す
。

{
施
設
の
概
要
〕

-
第
一
研
修
室

(
3
8
2
2m
)

・
第
二
研
修
室

(
3
5
2
m
)

-
情
報
管
理
室

(
2
5
2m
)

-
調
理
兼
実
習
室

(
4
2
2
m
)

{
施
設
の
機
能
}

V
農
業
技
術
の
研
修
、
指
導
を
行
う

と
共
に
農
業
情
報
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク

を
利
用
し
て
、
農
村
情
報
の

P
R

活
動
が
行
え
る
機
能
を
持
た
せ
る
o

v
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
拠
点
と
し
て
、

生
産
・
流
通
及
び
農
業
資
源
情
報

の
収
集
と
提
供
を
行
う
。

V
農
業
者
(
農
村
)
と
消
費
者
(
都

市
)
の
交
流
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
位
置
付
け
、
消
費
者
二

l
ズ

の
収
集
と
販
路
拡
大
を
め
ざ
す
o

v
農
産
物
の
加
工
実
習
を
行
い
、
特

産
品
の
開
発
を
推
進
す
る
。

V
農
村
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
農
村
の
活
性
化、

住
民
の
健
康
福
祉
の
増
進
を
図
る
。

{
施
設
の
お
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
役
所
農
林
振
興
課
農
林
構

造

改

善

係

宮

⑫
2
1
1
1
(内

線
3
6
5
・
3
6
4
)

{
施
設
利
用
の
申
し
込
み
先
}

柳
沢
連
絡
所
宮
⑫
2
4
0
0

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

町人
の
世
に
熱
と
光
を
H

は

人

し

ん

だ

い

し

ん

さ

い

ひ

さ

い

ち

阪
神
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
い

an
た
ち

た

す

あ

む
と

お
い
巧
流
協
仰
で
助
け
合
う
人
た
ち
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

大
き
な
災
害
時
に
は
、
わ
た
し
た

に
ん
げ
ん
し

〈

カ

い

か

た

と

&

お

ち
人
聞
社
会
の
あ
り
方
が
聞
い
直
さ

れ
る
も
の
で
す
。
今
回
の
大
震
災
で

た
し

失
っ
た
も
の
は
確
か
に
大
き
い
も
の

d
あ
ゆ
ま
し
た
が
、
人
聞
社
会
の
配

度
が
冷
え
き

っ
て
い
な
か

っ
た
、
温

も
り
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
か
わ
か

す
〈

っ
沈
〈
山
」
が
何
よ
り
初
救
い
で
し
涜
。

神
戸
市
に
あ
る
朝
鮮
初
中
級
学
校

h

悼

す

う

じ

ほ

ん

じ

ん

ざ

い

に

ち

ち

iFウ
付
ん

で
は
、
多
数
の

日
本
人
と
在
日
朝
鮮

も
「

し
ょ

ひ

れゅ

ん

ぜ

い

か

つ

お

〈

人
と
が

一
緒
に
避
難
生
活
を
送

っ
て

い
ま
す
。

「
つ
き
あ
い
が
な
か

っ
た

う
ね
ん
ら
も

明
封

じ
ん

の
に
、
何
十
年
来
の
友
人
の
よ
う
に

た
す鋤
山
川
て一
日
れ
た
」
と
、

日
本
人
か
ら

感
謝
の
声
が
あ
い
つ
い
で
い
ま
す
。

ニ
フ

6
A
う
せ
ん
せ
い

ま
た
朝
鮮
初
仲
織
山一子
校
間
被
長
先
生

も
「
日
本
の
方
々
と
の
交
流
は
ま
す

た

~

か

ら

か

ら

ま
す
深
ま

っ
た
。
ぉ

E
い
の
力
を
合

た

&

お

わ
せ
れ
ば
、
何
と
か
立
ち
直
れ
そ
う

な
気
掛
孔
で
く
る

γ
日
本
人
の
励
ま

し
が
心
強
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

何
の
へ
だ
で
も
な
い
人
間
同
士
の

ニ
二
ろ
あ
F
定

お

も

助
け
合
い
の
話
に
は
心
温
ま
る
思
い

が
し
ま
す
。

に

ま

ね

ん

ま

え

お

か

ん

今
か
ら
七
十
二
年
前
に
起
き
た
関

東
大
震
災
の
時
に
は
、
流
言
に
よ

っ

お

初

ぜ

い

ろ

て
大
勢
の
朝
鮮
人
が
殺
さ
れ
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、

当
時
の
日
本
の

ね

づ

よ

へ

ん

げ

ん

き

ぺ

つ

社
会
に
、
根
強
い
偏
見
と
差
別
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

(1) 
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人
権
と
同
和
教
育

す
。

ぜ
ん
ニ
く
す
い
へ
い
し

，

そ
う
り
っ

と
こ
ろ
で
、
全
国
水
平
社
の
創
立

た

L

ヵ
t

，aう
と

お

カ

さ

き

こ

一

う

カ

い

ど

う

ひ

ら

大
会
が
京
都
の
岡
崎
公
会
堂
で
聞
かぜん

れ
た
の
が
、
こ
の
関
東
大
震
災
の
前

ね

ん

た

い

し

&

う

年
の
大
法
汁

一ん
年
の
こ
と
々
す
いっ
そ

の
時
の
宣
言
文
が

H

人
の
世
に
熱
あ

ひ
か

η

こ
と

れ
、
人
間
に
光
あ
れ
H

と
力
強
い
言

ば

乙

す

葉
で
結
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
も
有
名
で
す
。

こ
の
言
葉
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
人
の

世
が
部
落
差
別
に
よ

っ
て
、
い
か
に

つ

め

ひ

冷
た
く
冷
は
こ
ん
で
い
た
か
、
人
聞

か
ら
光
を
奪

っ
て
い
た
か
を
痛
い
ほ

ど
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
の

こ
の
水
平
社
創
立
大
会
当
時
の
、

そ
し
て
関
東
大
震
災
の
こ
ろ
の
社
会

け

ん

ざ

い

く

勺

に
く
ら
べ
て
、
現
在
の
社
会
が
比
べ

品
加
に
ほ
、
の
な
い
ほ
ど
、
人
の
命
や

人
権
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な

っ
て

き
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
の
な
い

事
実
で
す
。

ど
う

わ

さ

a
ろ

い

〈

&

が

白

人

こ
の
こ
と
は
、
同
和
教
育
が
、
長
年

に
わ
た

っ
て
社
会
に
問
い
か
け
て
き

た
こ
と
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

人
聞
は
自
然
の
災
害
に
対
し
て
無

力
に
等
し
く
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回

の
震
災
で
は
、
被
災
地
の
人
々
が
、

ぜ
人
ニ
〈

そ
し
て
全
国
か
ら
か
け
つ
け
た
ボ
ラ

こ
ん
か
ん
の

ン
テ
ィ
ア
の
人
々
が
、
困
難
を
乗
り

越
え
、

互
い
に
支
え
あ

っ
て
生
き
て

い
く
と
い
う
、
人
の
世
の
す
ば
ら
し

い
温
も
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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2月21日例市内惨
め水道業者でつ(~

管工事組合で1eJ:、神

戸市h'.うの要請を受
け岡市内の水道復旧

作業12従事す3ため

に組合員室派遣レ、

その出発式h"市役所

で行われまじだ。

‘."" 3月3日(金)、午前9時30分 i?っトピ?大
洲Jh"オーブンじましだ。これ!己先立ち、 3月2

日!こ竣工記念披露会h"行われ、関係者h"完成さ祝

いまレた。

12月25日(日)肱南の大洲13区で消火訓練砂
h"行われ、地区内{己住む約60人h'<:消火器
や爪ースき使って訓練さじましだ。防火

意識の高揚のだめに毎年実施レで11Jレいと
の声h"出でいき長じた。

‘ 1月28・29日 (土 ・日)句、γII一元日
本代表選手金田喜稔、木村和司ざんさ迎え，

ス;ti-¥'1フォーラμ'95in OZU h"開h'
れまレた。初日の講演会121eJ:、小中学生Lう

約 600人h"二人の経験談!こ聞き入っていぎ
レだ。翌日1eJ:基礎き中心l己実技指導h"あり
まレだ。

2月25日(土) 大洲児童合唱団と惨
大洲iJdjh'けコーラスの合同音楽

発表会h"肱北公民館で開h'れ、約

200人h"美しい歌声12聞き入って
いまレだ。

..2月26日(日)大洲市連合青年固
め結成40周年記念の式典げ平野の
総合運動公園内の体育館で開介れ

示レだ。己の後、東北地方き中心

i己活躍レでい~ iみちのぐプロレ

ス」の公演があり、1200人の観客で
にぎわいきレだ。

‘2月2白休)大洲
市指定無形民俗文化

坦 財「藤縄神楽Jh"、

地元の藤縄三島神社

で奉納されまレた。

神楽士め話術!こ氏子

の人だち1eJ:笑顔で答

九でいました。



阪
神

淡
路
大
震
災
に

救
援
隊
が
出
発
/

• 

関
東
大
震
災
以
来
、
み
ぞ
う
の
大
惨

事
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、

死
者
の
数
、
倒
壊
家
屋
の
数
な
ど
記
録

的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
発
生
当
初
、

震
災
に
よ
る
避
難
者
は
、
兵
庫
県
内
で

一
時
期
三
十
万
人
を
超
え
、
全
国
各
地

か
ら
義
援
金
や
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

大
洲
市
内
で
も
多
数
の
皆
さ
ん
に
、

善
意
の
手
を
差
し
延
べ
て
項
き
ま
し
た
。

一
月
二
十
八
日
、
南
久
米
地
区
の
人

を
中
心
に
「
大
洲
若
者
救
援
隊
」
が
組

織
さ
れ
、
淡
路
島
の
北
淡
町
を
訪
れ
ま

し
た
。
救
援
物
資
を
満
載
し
た
四
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
に
は
、
食
料
品
、
炭
、
軍
手
、

車
イ
ス
な
ど
が
積
み
込
ま
れ
て
い
ま
し

た。まH:人け土I :(，がてま

c..... I J神大
子u戸洲二
孟I;~:市青月
1:(，須年九

の 1:('塵会日

お11:官署i
くI;l:向台士， I I S 7J' i由 一ー
記I:~:いさ日I :(，、んに
のu救八か

二
月
二
十
四
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金
一
封
東
大
洲
一
口
国
永
典
子

金

一

封

大

洲

高

橋

由

喜

子

金
一
封
(
寒
行
托
鉢
)
大
洲
市
仏

教
会
(
代
)
安
養
寺
重
麿

金
一
封
(
寄
付
金
)

大

洲

島

田

カ

ス

ヱ

金
一
封
(
寄
付
金
)

新

谷

町

坂

本

慎

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

多

国

堺

安

則

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ
)

、
ゆ

F
治
官
P
訓
官
P
辻
ド

A
怯
い
泊

t
p
d告
や
外
泊
V
刈

t
p辻
ド
泊
泣
い
泊
官
P泊
官
P
泊
t
p泊
官
P
刈

t
p辻
ド
坊
主
込
泣
い
泊
治
や
泊
快
い

上

須

戒

西

岡

利

子

金

一

封

(

新

谷

地

区

社

協

へ

)

金

一

封

(

上

須

戒

地

区

社

協

・

上

須

新

谷

町

立

花

ケ

イ

戒

老

人

ク

ラ

ブ

会

へ

)

金

一

封

(

平

野

地

区

社

協

へ

)

上

須

戒

小

川

岸

岳

松

山

市

山
口

朱

美

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)
金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町

藤

本

進

平

野

町

井

上

喜

照

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協
金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

と

市

社

協

へ

)

大

洲

西

尾

チ

ド

リ

上

須

戒

宇

津

マ

サ

子

金

一

封

(

久

米

地

区

社

協

へ

)

金

一

封

(

上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ

高

山

白

石

茂

雄

上

須

戒

原

田

ウ

メ

子

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協

・
菅

田

喜

金

一

封

(

菅

団

地

区

社

協

へ

)

楽

会

連

合

会

へ

)

菅

田

町

尾

和

秀

信

菅

田

町

山

口

昭
夫

金

一

封

(

上

須

戒

地

区

社

協

・

上

須

金

一
封

(
平
野
地
区
社
協
へ

)

戒

老

人

ク

ラ

ブ

会

へ

)

平

野

町

福
田

上
須
戒

援
物
資
の
仕
分
け
作
業
に
従
事
し
ま
し

た
。
区
民
セ
ン
タ
ー
近
く
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
四
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
十
六
台
が
待
ち

受
け
て
い
て
、
そ
の
中
の
物
資
を
食
料

品
や
日
用
品
な
ど
に
よ
り
分
け
、
避
難

し
て
い
る
人
々
に
提
供
し
ま
し
た
。
従

田
中
カ
子

企北淡町を訪れた「大効l'陪者救援隊J

事
者
の
一
人
、
西
国
弘
二
さ
ん
は
、
「
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
は

思
う
が
、
街
は
一
面
焼
け
野
原
で
、
実

際
に
見
て
み
る
と
そ
の
惨
状
は
大
変
な

も
の
で
し
た
。
私
た
ち
が
現
地
へ
着
い

た
頃
に
は
、
水
道
は
結
構
復
旧
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
大
半
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

l
が
開
庄
し
て
い
ま
し
た

が
、
避
難
所
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち

が
自
立
し
て
い
け
る
の
は
い
つ
か
検
討

が
つ
き
ま
せ
ん
。
」
と
、
そ
の
現
状
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
か
ら
被
災
地

へ
向
け
て
大
勢
の
人
々
が
救
援
活
動
に

向
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
日
赤
大
洲
支
部
に
寄
せ
ら
れ
た
儀

援
金
は
、
二
月
末
現
在
で
五
百
三
十
八

万
九
千
二
百
五
十
円
で
す
。
皆
さ
ん
の

暖
か
い
真
心
に
感
謝
申
し
上
げ
、
震
災

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
の
ご
め
い

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

図

書

案

内

~X 

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

西

垣

通

著

二
十
一
世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
内
外

の
熱
い
注
目
を
浴
び
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
。
文
字
・
音
声
・
画
像
な
ど
を
統
一

的
に
処
理
す
る
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

は
、
人
間
の
感
性
に
ど
の
よ
う
に
働
き

か
け
、
思
考
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
を
鋭
く
読
み
解
く
書
。

地

球

温

暖

化

と

海

野

崎

義

行

著

地
球
環
境
問
題
が
日
常
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
海
が

地
球
の
環
境
に
と

っ
て
重
要
な
，役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る

と
こ
ろ
だ
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
「
ど

う
し
て
?
」
と
か
「
ど
の
よ
う
に
?
」

と
関
わ
れ
る
と
う
ま
く
説
明
で
き
る
人

は
案
外
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
一
読
を
勧
め
た
い
。

イ
ル
カ
が
人
を
癒
す
小
原
田
泰
久
著

イ
ル
カ
は
か
わ
い
く
て
頭
の
い
い
動

物
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、

彼
ら
は
人
間
に
正
し
い
生
き
方
を
教
え

て
く
れ
る
先
生
で
も
あ
る
の
だ
。
イ
ル

カ
に
は
、
科
学
で
は
計
れ
な
い
能
力
が

あ
る
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
人
間
の

な
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
イ
ル
カ
の
科

学
を
超
え
た
力
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て

徐
々
に
見
え
て
く
る
。

こ
こ
ろ
の
処
方
隻

河
合
隼
雄
著

現
在
は
「
常
識
」
が
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
時
代
な
の
で
は
な
い
か
。

常
識
と
い
う
も
の
は
家
庭
や
地
域
内
で

人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
機
会
が
あ
ま
り
に
も
減
少
し
、
ま

た
、
常
識
を
伝
え
る
人
た
ち
の
常
識
に

対
す
る
喪
失
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
常
識
を
身
に
つ
け
る
機

10 

会
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
辛
口
で

昧
の
あ
る
人
生
論
。

健
康
を
創
る
ヒ
ン
ト
日
野
原
重
明
著

各
世
代
に
与
え
ら
れ
た
心
と
か
ら
だ

を
、
ど
う
各
自
が
育
て
て
い
く
べ
き
か
、

健
康
の
選
択
行
動
と
い
う
観
点
か
ら
の

提
唱
。
人
間
の
生
活
習
慣
形
成
へ
の
主

体
的
な
取
り
組
み
こ
そ
、
健
康
守
つ
く
り

の
べ

l
ス
と
な
る
も
の
と
な
る
。

N

健
H

は
す
こ
や
か
、
か
康
H

は
安
ら
か
。

山
名
宗
全
と
細
川
勝
元
小
川

信
著

百
年
に
わ
た
る
戦
国
の
争
乱
の
出
発

点
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
応
仁
の
乱
は
、

そ
れ
ま
で
の
室
町
幕
府
の
も
と
で
の
政

治
上
・
社
会
上
の
い
ろ
い
ろ
な
矛
盾
が

積
り
積
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
両
雄
、
が
権
勢
を
争
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

ア
ユ
と
日
本
人

秋
道
智
靖
著

ア
ユ
の
分
布
、
生
態
と
漁
法
、
し
き

た
り
、
食
文
化
、
社
会
経
済
史
、
日
本

人
と
の
か
か
わ
り
方
を
論
ず
る
こ
と
で

日
本
文
化
の
系
統
や
歴
史
的
な
変
化
を

考
え
る
上
で
の
核
心
に
迫
っ
た
、
野
心

的
ア
ユ
文
化
論
。

二
十
世
紀
と
は
何
で
あ
っ
た
か
小
林
道
憲
著

二
十
世
紀
は
第

一
次
大
戦
に
始
ま
り
、

激
動
の
時
を
刻
ん
だ
。
そ
れ
は

H

世
界

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
H

を
終
鷲
さ
せ
、
H

世

界
の
ア
メ
リ
カ
化
H

が
導
い
た
百
年
で

も
あ
っ
た
。
技
術
文
明
の
発
展
は
、
高

度
産
業
化
社
会
を
現
出
さ
せ
、
人
び
と

は
自
由
と
平
等
を
獲
得
し
、
豊
か
さ
の

な
か
に
大
衆
文
化
を
享
受
し
た
。

椎
の
若
葉
に
光
あ
れ

鎌

田

慧

著

小
説
家
と
し
て
苦
難
に
み
ち
た
葛
西

善
蔵
の
生
涯
を
描
い
た
作
品
。

虹

の

岬

辻

井

喬

著

一
代
の
歌
人
川
田
順
の
灼
熱
の
恋
。

戦
後
の
日
本
を
背
景
に
愛
の
物
語
。



予
防
接
種
げ
変
わ
り
ま
す

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
医
療

機
関
で
受
け
る
予
防
接
種
が
多
く
な
り

ま
す
。
医
療
機
関
で
接
種
す
る
も
の
は
、

麻
し
ん
と
新
た
に
風
し
ん
、
三
種
混
合
、

日
本
脳
炎
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
医

療
機
関
へ
は
、
市
発
行
の
接
種
券
と
予

診
票
一
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
、

B
C
G接
種
、
経
口
生

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
従
来
ど
お
り
集

団
接
種
で
す
。
実
施
日
は
、
各
種
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、

B
C
G接
種
を
除
い
た
接
種

期
聞
が
長
く
な
り
、
生
後
九
十
ヵ
月
(
七

才
六
ヵ
月
)
ま
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
受
け
て
い
な
い
予
防
接
種

が
あ
れ
ば
、
九
十
ヵ
月
ま
で
に
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
本

年
二
月
二
十
七
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ノ

l
ト

(乳
幼
児
期

に
実
施
す
る
健
診
の
問
診
票
、
予
防
接

種
の
受
診
券
、
予
診
票
な
ど
が
あ
る
)

を
お
渡
し
し
ま
す
。
(
後
日
該
当
者
に

通
知
し
ま
す
。
)

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
0

2
@
3
7
7
5
 

事
業
主
の
み
母
さ
ん

労
働
保
険
の
更
新
時
期
で
す

労
働
保
険
料

(労
働
保
険
・
雇
用
保

険
)
の
申
告
、
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
七
年
度
の
年
度
更
新
手
続
は
、
四

月

一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

正
し
い
申
告
、
納
付
を
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
、
納
付
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

愛
媛
労
働
基
準
局
労
災
補
償
課

8
0
8

9

9
⑫
2
1
0
1
)
、
愛
媛
県
雇
用
保

険
課
含

0
8
9
9
⑪
2
1
1
1
、
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

標
準
価
格
米
の
小
売
販
売
価

格
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す

標
準
価
格
米
は
、
平
成
五
年
十

一
月

以
来
政
府
米
に
自
主
流
通
米
、
外
国
産

米
を
加
え
た
も
の
を
特
定
標
準
価
格
米

と
し
て
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

六
年
産
米
の
豊
作
に
よ
り
国
内
産
米
の

出
回
り
量
が
多
く
な

っ
た
た
め
、

一
月

十
日
か
ら
十
月
三
十

一
日
ま
で
の
問
、

国
内
産
政
府
米
の
み
を
原
料
と
す
る
「
持

別
標
準
価
格
米
」
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
特
別
標
準
価
格
米
の
小

売
販
売
価
格
は
、

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り、

三
千
八
百
四
十
五
円

(消
費
税
、

袋
代
は
含
ま
ず
)
と
な
り
、
現
行
と
比

べ
九
十
五
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

原料玄米の構成劃合

種別 国 内 産 米

l 類 3 類 5 類 lロ〉、 きロt 
・・...---------

l、2、5類以
--ーー・・・

区 分
松山三井 外の国産米 北海道
日本晴 (コガネマ 産米

サリ等)

原料構成 16% 60% 24% 100% 

*詳しくは、愛媛食糧事務所大洲支所

た
め
の
愛
媛
県
中
小
企
業
震
災
対
策
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

経
営
上
の
問
題
や
悩
み
、
金
融
、
輸

送
、
下
請
け
取
引
な
ど
の
相
談
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

【窓
U

口】

八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政
課

8
0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
附

四
月

一
日
汁
ら
雇
用
保
険
法
門

一
部
改
正
さ
れ
ぎ
す

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
新
設

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
被
保

険
者
の
人
(
五
年
以
上
継
続
勤
務
)
が
、

六
十
歳
時
点
よ
り
も
八
十
五
%
未
満
の

賃
金
で
働
い
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
賃

金
の

二
十
五
%
を
限
度
と
し
て
「
高
年

齢
一
一
雇
用
継
続
給
付
」
が
本
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

マ
育
児
休
業
制
度
の
新
設

一
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、

育
児
休
業
を
す
る
被
保
険
者
の
人

(一

年
以
上
継
続
勤
務
)
に
、
休
業
前
の
賃

金
の
二
十
%
相
当
額
が
育
児
休
業
中
に
、

ま
た
、
五
%
が
職
場
復
帰
後
六
ヵ
月
間

一
雇
用
さ
れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
o

v失
業
者
給
付
の
改
善

(有)しミの 水道 設 備

ft24-2216 

中野管工事工業

合 24-3792

傭)内田電気水道設備

ft25-2858 

西国水道庖

合 26-0265

(荷オクダ設 備

ft24-3674 

淳 山 水道工事庖

ft24-2583 

(有)神田鉄工所

ft24-4122 

伊予屋住設

ft24-2541 

城戸電業社

合 25-2944

岡福水道工事庖

含 24-3656

鮒土居鉄工所

ft24-4519 

大塚鉄工所

ft25-0300 

(布南予水道住設

含 25-1350

神南 設 備

ft25-4684 

(有)星 加水道 設 備

ft26-0020 

久保鉄工所

ft26-0537 

徳森設備

ft25-4023 

(有)アサノ設備

合 24-0783

4月30日(日) (有) 丸 電工業

ft24-5351 

佐藤水道庖

ft24-4410 

※給水施設の修理などは、有料で

す。 トイレの「つまり」などの

排水管の清掃等については、清

掃業者に依頼してください/

詳しくは、水道課まで ft24-3753

4月 1日出

4月2日(日)

4月8日仕)

4月 9日(日)

4月15日比)

2⑫4195まで

愛
媛
県
中
小
企
業
震
災
対
策
相
談

窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

愛
媛
県
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災

に
伴
う
県
内
企
業
へ
の
影
響
に
対
応
し
、

中
小
企
業
か
ら
の
相
談
の
受
け
付
け
、

関
係
機
関
へ
の
あ

っ
せ
ん
な
ど
を
行
う

4月16日(日)

4月23日(日)

4月22日仕)

4月29日幽

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
被
保

険
者
の
人
が
退
職
し
た
場
合
、
六
十
歳

時
点
の
賃
金
と
比
べ
て
、
賃
金
月
額
の

高
い
方
を
基
礎
と
し
て
失
業
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲
ま

で
。
合
(ω
3
1
9
1

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者

の
特
例
届
け
出
を
開
始

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
国
民
年

金
第
三
号
被
保
険
者
)
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
な
く
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
種
別
変
更
屈
な
ど

が
必
要
で
す
。
今
ま
で
は
、
こ
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
な
く
二
年
を
超
え
た
分

に
つ
い
て
は
、
加
入
期
間
と
認
め
ら
れ

な
か

っ
た
も
の
が
、
四
月

一
日
か
ら
市

役
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
す
れ
ば
、
昭

和
六
十
一
年
四
月

一
日
以
降
の
該
当
し

た
時
期
に
湖

っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。(
平
成
九
年
三
月
末
ま
で
)

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
0

8
⑪
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

2月末までの

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

f牛 数 Z 3 3 6 

負傷者 Z 9 4 4 

死 者 。 6 
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臼竺」ず '95

a

-

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
、
だ
さ
い
。

【
支
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

4
月
刊
日
冊
目
時
1
日
時

4
月
初
日
嗣

叩
時
1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

4
月
四
日
附

日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談

毎

週

月

・
水

・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護

相

談

毎
週
木
曜
日

O
電
話
相

談

含

⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時
間

叩
時

i
ロ
時
、
日
時
l
m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時

毎

日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(総
務
庁
)

日
時

4
月
紅
白
幽

9
時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

相
談
ご
と
案
内

おお(広報

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑫
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
宮
⑫
4
2
9
4
(辻
)
ま
で
。

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

4
月
5
日
刷、

初
日
開

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

包

⑫
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
}

日
時

4
月
日
日
出

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
包
⑪
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

含
(
切
口
が
お
ば

{定
期
税
務
相
談
】

日
時

4
月
H
日
刷
明
日
時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

歯
の
健
康
相
談

実
施
日

4
月
初
日
附

|休|日|急|患|診療|

n24-6407 

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

松元産婦医院(中村)

n24-3067 

大洲中央病院(東大洲)

4月9日

)
 

n口(
 

泉内医院(東大洲)4月2日

(日)

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医

師
が
応
じ
ま
す
。

受
け
付
け
は
H
時
か
ら
で
す
。

※
あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

士暴戸斤

日時

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

合 24-4551

石川内医院(若宮)

n24-3306 

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

中塚内医院(西大洲)

12 

n24-0606 

大洲中央病院(東大洲)

n24-1010 

大洲中央病院(東大洲)

東大洲城戸眼医院

(東大洲)

n24-4551 

n24-4551 

内

笥討
官

まま24-4551

小川整形医院(三の丸)

まま23-5596

大洲中央病院(東大洲)

4月16日

)
 

門口(
 

4月23日

(日)

4月29日

(土)

4月30日

(日)

※.... .... 
f木 4 現 4 東
館月代月山
日 29版 9魁
日画日夷
毎回展(日)
週¥ ¥--， 
火 5 4樹
曜月 月々
日28 23光
日 日彩
(日) (日)L 

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

8
@
4
1
1
1
ま
で
。

【
商
業
英
語
検
定
試
験
}

試

験

日

6
月
4
日
間

受
付
期
間

4
月
刊
日

1
5
月
2
日

【
簿
記
検
定
試
験
}

試

験

日

6
月
日
日
間

受
付
期
間

4
月
四
日
1
5
月
刊
日

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

4
月
6
日
附

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時

i
u
時

A

コ
l
プ
大
洲
庖

日
時
叩
八
万

1
日
時

加
戸
病
院
日
時
日
八
刀
l
M
時
却
分

女
性
の
権
利

一O
番

愛
媛
県
弁
護
士
会
で
は
、
夫
婦
問
暴

力
を
は
じ
め
女
性
の
問
題
に
関
す
る
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
、
無
料
の
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】

4
月
日
日
開
叩
時
1
日
時

【
電
話
番
号
】

0
8
9
9
⑪
0
5
0
7

保健センターだより

4・乳幼児健診・育児相談.
4月 4日例※平成 6年11月生

4月 6日(木)※平成 6年 5・6月生

4月13日(木) 平成 5年 9月生

4月25日例平成 4年 3月生

※は肱南・久米・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 13時-13時30分

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳

4砂育児サークル.
実施日 4月11日(火)

該当者肱南・久米・肱北・ 喜

多・平地区の乳幼児

受付時間 9時30分-10時

実施場所 大洲市保健センター

持参品母子手帳

.健康相談4・
日時， 4月12日(水)

9時-12時 13時-15時

市役所2階入札室

4月24日(月)

10時一12時、 13時-15時

場所大洲市保健センター

.乳幼児の予防接種.

(ツ反・ BCG予防接種)

乳幼児のツベルクリン反応・ B

CG接種を 4月・ 5月に実施しま

す。

該当者 平成 5年10月 1日~平成

6年 9月30日までに生ま

れた人

生後 6カ月-48カ月まで

の人でまだ一度も受けて

いない人

実施日時、場所、持参品について

は保健センターだより 、各連絡所

発行の保健だよりを見てください0

.厚生連検診.

(成人病検診・胃がん・大腸がん)

実施日 場 所

4月4日(火) 久米公民館

4月11日(火) J A大洲上須戒支所

4月17日(月) 大洲市保健センタ-

4月18日伏) 柳沢連絡所

4月19日(水) 三善連絡所

4月20日(木) 平野連絡所

4月21日幽基幹集落センタ-

4月24日(月) 菅団連絡所

4月25日(火) J A大洲粟津支所

4月26日(水) J A大洲大川支所

4月27日(木) 新谷連絡所

受付時間 8時30分-11時30分

検診料 胃がん検診 900円

大腸がん検診 400円

n24-3ワワ5
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